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３
月
13
日
に
発
生
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン

「
パ
ム
」
の
被
害
を
受
け
た
バ
ヌ
ア
ツ
共

和
国
で
は
、
家
屋
の
９
割
が
被
害
を
受
け
、

10
万
人
以
上
の
住
民
が
被
災
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
17
日
か
ら
30
日
ま
で
国
際
緊

急
援
助
隊
（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
）
医
療
チ
ー
ム
を
派

遣
し
、
現
地
の
病
院
な
ど
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
機
材
や
水
、
食
料
を
供
与
し
ま

し
た
。

　

南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
バ
ヌ
ア
ツ
は
、
大

小
83
も
の
島
々
で
構
成
さ
れ
る
島
し
ょ
国

で
す
。「
パ
ム
」
の
影
響
で
離
島
と
連
絡
が

取
れ
ず
、
状
況
が
把
握
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
現
地
政
府
か
ら
日
本
に

対
し
、
北
部
離
島
の
調
査
支
援
を
は
じ
め

と
す
る
援
助
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
16
日

に
調
査
チ
ー
ム
、
17
日
に
医
療
チ
ー
ム
を

派
遣
し
ま
し
た
。
調
査
チ
ー
ム
は
避
難
所

の
保
健
医
療
や
衛
生
状
態
の
調
査
を
行

い
、
避
難
者
の
健
康
状
態
や
、
手
洗
い
場

や
ト
イ
レ
な
ど
の
衛
生
状
態
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
両
チ
ー
ム
は
合
流
し
、
医
療

チ
ー
ム
と
し
て
バ
ヌ
ア
ツ
の
首
都
ポ
ー
ト

ビ
ラ
の
中
央
病
院
を
拠
点
に
活
動
を
展

開
。
医
師
に
よ
る
回
診
や
手
術
の
指
導
・

補
助
の
ほ
か
、
看
護
師
の
手
術
介
助
や
看

護
活
動
、
薬
剤
師
に
よ
る
調
剤
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
の
一
部
は
22
日
か
ら
同

国
北
部
の
ペ
ン
テ
コ
ス
ト
島
で
巡
回
診
療

や
被
害
調
査
を
実
施
。
通
信
網
が
遮
断
さ

れ
、
倒
木
で
道
路
も
封
鎖
さ
れ
て
い
る
上
、

住
民
の
一
部
は
家
屋
の
倒
壊
に
よ
り
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
が

分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
医
療

チ
ー
ム
は
島
の
北
部
に
あ
る
マ
ウ
ナ
保
健

所
支
所
を
拠
点
に
診
療
活
動
を
行
っ
た
ほ

か
、
島
内
の
保
健
機
関
９
カ
所
と
小
学
校

１
カ
所
を
巡
回
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ガ
マ
ル
マ
ウ

ア
保
健
所
支
所
で
は
、
到
着
前
か
ら
多
く

の
患
者
が
列
を
作
っ
て
医
療
チ
ー
ム
を
待

っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。

　

14
日
間
の
援
助
活
動
で
、
13
人
の
ス
タ

ッ
フ
が
延
べ
約
８
３
０
人
に
支
援
を
提
供

し
ま
し
た
。

バヌアツ共和国のサイクロン被災を救援 01

被災したポートビラの様子

バヌアツ国家災害管理局との医療分科会

03中央アジア・シンポジウムで田中理事長が基調講演
　

J
I
C
A
の
田
中
明
彦
理
事
長
は
３
月

27
日
、
東
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
中
央

ア
ジ
ア
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
未
来
を
見
据

え
た
中
央
ア
ジ
ア
の
今:

チ
ャ
ン
ス
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
〜
」（
外
務
省
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文

化
研
究
科
「
人
間
の
安
全
保
障
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
の
共
催
）
で

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の

地
政
学
的
重
要
性
や
、
日
本
と
中
央
ア
ジ

ア
の
協
力
の
可
能
性
に
関
す
る
討
論
を
通

じ
て
、
同
地
域
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
当
日
は

2
0
0
人
以
上
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

田
中
理
事
長
は
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
が

直
面
す
る
治
安
・
経
済
面
で
の
懸
念
や
社

会
構
造
的
な
課
題
を
指
摘
し
、
周
辺
の
大

国
と
協
調
し
な
が
ら
、
地
域
が
持
つ
潜
在

力
を
開
花
さ
せ
る
こ
と
が
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
が
る
と
強
調
。
そ
の
上
で
、
J
I
C
A

が
「
中
央
ア
ジ
ア
+
日
本
」
対
話
を
踏
ま

え
て
、
具
体
的
な
開
発
援
助
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
も
紹
介
し
ま
し
た
。

田中理事長が今後の中央アジアを展望

02　JAXAと衛星観測データ提供に関する協定を締結
　

J
I
C
A
は
3
月
30
日
、
J
I
C
A
本

部
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
（
J
A
X
A
）
と
、
陸
域

観
測
技
術
衛
星
2
号
「
だ
い
ち
2
号
」
の

観
測
デ
ー
タ
の
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
J
I
C
A

が
開
発
途
上
国
で
実
施
す
る
森
林
保
全
、

防
災
、
水
資
源
管
理
、
地
図
作
成
な
ど
の

事
業
に
、
だ
い
ち
2
号
の
観
測
デ
ー
タ
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

だ
い
ち
2
号
は
、
世
界
最
大
規
模
の

陸
域
観
測
技
術
衛
星
「
だ
い
ち
」
の
後
継

機
。
昼
夜
や
天
気
を
問
わ
ず
に
鮮
明
な

画
像
を
撮
影
で
き
る
こ
と
か
ら
、
災
害
状

況
把
握
、
森
林
観
測
、
海
洋
観
測
、
資

源
探
査
な
ど
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

第
一
弾
と
し
て
、
J
I
C
A
が
ア
フ
リ

カ
中
部
の
国
、
ガ
ボ
ン
で
実
施
中
の
技

術
協
力
「
持
続
的
森
林
経
営
に
資
す
る

国
家
森
林
資
源
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
シ
ス

テ
ム
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
だ
い
ち

2
号
の
観
測
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
森
林

の
保
全
を
行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

署名後、握手を交わす広田幸紀JICA企画部長（左）と舘
和夫JAXA第一衛星利用ミッション本部事業推進部長


